































































































































































































































































































































































　ル ・タレン トの確保、デザイ ン経営 と
　CSR(相生経営)の 強調、サンドウィッチ
　危機論など、国内外の全職員向けに経営の
方向性 とキーワードを発信している。これ
　らのメッセージは中長期経営戦略を立てる
　際に必ず反映 している。1973年に創業理
　念(事 業報国、人材第一、合理追求)、
　1984年に三星精神(創造精神、第一主義、
　完全主義、道徳精神、共存共栄)、1993年
　に経営理念と三星憲法(人聞味、道徳性、
　エチケット、礼儀作法)、2005年の核心価
　値(人材第一、最高志向、変化先導、正道
　経営、相生追求)と経営原則へと変遷して
　いる。
4)丁稚手代番頭の職制があり、業績と人間
　 性などの基準で評価し、昇進昇格させた。
　 最終の昇進とも言える分家又は暖簾分けま
　 では厳 しい競争があったようである。江戸
　 期の三井家の丁稚の場合、暖簾分けまで到
　 達できるのは三百人に一人であった。
5)チリなど3ヶ国及び2ヶ経済ブロックと
　締結済み、カナダ、EU、インド、メキシ
　 コとは交渉中、豪州など6ヶ国とは共同研
　 究中。
6)三星ではグローバル ・タレントを核心人
　材 と呼んでいる。見込みのある者に対して
　 は高校や大学生の時からいろんな面から面
　倒を見てあげたり、長期的な視点から管理
　 している。しかし、卒業の後、三星に入ら
　 なくても何のオブリゲーションも無い。
7)地域専門家制度は1990年に始まった以
　来約4000人が派遣された。派遣期間は1
　年で、派遣中には会社の業務とはかかわり
　 を持たず、現地の言語、文化などのソフ ト
　 なことと社会インフラなどに関心を持って
　 自ら学習活動に励み、帰国した後のビジネ
　スに役立つようにする。
8)MBA制 度はSocio-MBAとTechno-
　MBAの 二つのコースがある。制度の導入
　以来、約400人が排出された。留学先はア
　メリカ国内上位20位、世界で上位30位以
　内に入るMBA課 程である。国内におい
　て も、特定の大学(KAIST,　SKKUな
　 ど)とカリキューラムを共同開発 し、プロ
　グラムを運営している。
9)グローバル化において欠かせないのが語
　学である。したがって、三星グループでは
　二つの語学センターを設けてある。500人
　を合宿できる規模の施設で、年中休まずプ
　ログラムを運営している。英語、日本語、
　中国語などの語学講師は現地人で、一定の
　学位や資格を有 してある。地域専門家と
　MBAに選ばれた者は10週間の合宿教育を
　受ける。
10)これは部長クラスの中から役員になれる
　候補者達を選び出して、延べ380時間程度
　のOFF-Line,　ON-Line教育をうけるプ
　ログラムである。年に2回に渡って、1回
　当たり約100人前後の規模である。
11)ここ数年間、インタービューに来訪した
　方々から感じた思いである。日本ではもう
　一昔前に受け入れてやったことがあるが、
　現在はなくなった制度やシステムが、三星
　では依然としてむしろ活性化されているよ
　うだとの話も聞いた覚えがある。
